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視
察
目
的
と
概
要

【
視
察
目
的
】

【
視
察
日
程
】

【
視
察
議
員
】

佐
渡
市
の
佐
渡
お
こ
し
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
、
人
材
育
成
事
業
、
廃
食
用
油
再
生
燃
料
化
事
業
、
お
よ
び
新
潟
市
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、

オ
ム
ニ
バ
ス
タ
ウ
ン
の
取
り
組
み
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
板
橋
区
で
の
地
域
振
興
事
業
、
環
境
事
業
、
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
課
題
や

改
善
点
を
抽
出
し
、
さ
ら
な
る
施
策
充
実
に
向
け
て
の
方
策
を
考
察
す
る
。

す
え
よ
し
不
二
夫

橋
本
ゆ
う
こ
う

お
な
だ
が
勝

佐
藤
と
し
の
ぶ

高
澤
一
基

長
瀬
達
也

田
中
や
す
の
り

計
7
名

月
日

時
刻

行
程

8
:1
3
大
宮
駅
発

9
:5
2
新
潟
駅
着
→
新
潟
港
へ

1
1
:1
0
新
潟
港
発
→
両
津
港
、
佐
渡
市
佐
和
田
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ

[船
中
昼
食
]

1
3
:0
0
視
察
開
始
（
佐
渡
お
こ
し
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
）

　
　
　
　
　
　
（
人
材
育
成
事
業
）

　
　
　
　
　
　
（
廃
食
用
油
再
生
燃
料
化
事
業
）

1
5
:3
0
視
察
終
了

1
6
:3
0
両
津
港
発
→
新
潟
市
内
へ

[夕
食
]

宿
泊
：
新
潟
東
急
イ
ン

9
:3
0
ホ
テ
ル
発
→
新
潟
市
役
所
へ

1
0
:0
0
視
察
開
始
（
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
）

　
　
　
　
　
　
（
オ
ム
ニ
バ
ス
タ
ウ
ン
）

1
2
:0
0
視
察
終
了

[昼
食
]

1
4
:4
6
新
潟
駅
発

1
6
:3
4
大
宮
駅
着
。
そ
の
後
解
散
。

2
0
0
9
/
5
/
1
4
（
木
）

2
0
0
9
/
5
/
1
5
（
金
）
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視
察
内
容
と
見
解

視
察
テ
ー
マ

視
察
内
容

視
察
を
経
て
の

田
中
や
す
の
り

見
解

佐
渡
お
こ
し

チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業

新
潟
県
佐
渡
市

企
画
財
政
部

企
画
振
興
課

地
域
振
興
係

・
従
来
の
メ
ニ
ュ
ー
型
の
補
助
制
度
か
ら
企
画
提
案
型
の
制
度
を
取
り
入
れ
、
地
域
住
民
の
自
発
的
、
主
体
的
な
事
業
展
開
を
支
援
。
そ
の

具
体
的
な
政
策
と
し
て
佐
渡
お
こ
し
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
、
人
材
育
成
助
成
事
業
な
ど
を
開
始
。

・
狙
い
：
市
民
参
画
型
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
。
市
民
活
動
の
活
性
化
、
市
民
活
動
の
再
組
織
化

・
地
域
振
興
基
金
の
活
用
し
た
。
新
市
建
設
計
画
に
基
づ
い
て
合
併
特
例
債
を
活
用
し
た
基
金
4
0
億
を
造
成
し
、
こ
の
基
金
の
運
用
益
に
よ

り
、
地
域
住
民
の
連
帯
強
化
お
よ
び
地
域
振
興
の
た
め
の
事
業
に
あ
て
て
い
る

・
事
業
予
算
・
実
績
：
H
1
7
は
9
件
で
約
7
6
0
万
､H
2
0
年
度
は
3
5
件
で
約
2
4
0
0
万
円
。

・
対
象
団
体
：
地
域
活
性
化
計
画
を
策
定
し
、
こ
れ
を
実
施
す
る
集
落
や
地
域
づ
く
り
。
5
人
以
上
で
構
成
さ
れ
た
団
体
で
、
同
好
会
な
ど
は
不

可 ・
対
象
と
な
る
事
業
：
地
域
住
民
自
ら
が
策
定
し
た
計
画
に
基
づ
く
事
業
が
対
象
。
団
体
運
営
費
の
補
助
で
は
な
い
。

・
補
助
金
基
準
額
：
補
助
率
は
補
助
対
象
経
費
の
７
/1
0
以
内
、
補
助
額
は
1
年
に
月
1
0
0
万
円
を
限
度

・
地
域
活
性
化
計
画
と
は
：
地
域
住
民
が
自
ら
描
く
総
合
的
な
将
来
計
画
。
地
域
が
真
に
必
要
と
す
る
多
様
な
内
容
に
つ
い
て
方
向
付
け
を

明
確
に
し
た
も
の

・
実
施
事
例
の
紹
介
：
佐
渡
國
相
川
ひ
な
ま
つ
り
。
旧
相
川
町
の
市
街
地
活
性
化
と
地
域
資
源
を
活
用
し
た
観
光
誘
客
事
業
の
立
ち
上
げ
が

目
的
。
民
家
等
に
眠
っ
て
い
る
お
雛
様
を
街
中
に
展
示
す
る
催
し
の
開
催
。
展
示
箇
所
：
4
4
箇
所
、
来
場
者
数
：約
7
,0
0
0
人
（平
成
2
0
年
3
月

開
催
）
。
ス
タ
ッ
フ
等
の
協
力
者
は
延
べ
約
1
,0
0
0
人
。
冬
か
ら
春
に
か
け
て
の
相
川
地
区
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
し
て
定
着
。
地
域
づ
く
り
グ

ル
ー
プ
と
観
光
事
業
者
が
連
携
す
る
こ
と
で
事
業
が
大
き
く
発
展
。
。

地
域
の
自
発
的
な
活
動
を
立
ち
上
げ
に
際
し
て
、
金
銭
的
な
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
、
そ
の
後
の
事
業
定
着
ま
で
を
目
標
に
し
て
い

た
。
地
域
イ
ベ
ン
ト
や
事
業
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
こ
れ
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
非
常
に
難
し
い
。
そ
の
た
め
、
事
業
の

定
着
を
目
標
に
し
、
事
業
の
継
続
性
を
補
助
の
審
査
基
準
に
し
て
お
り
、
こ
の
点
の
大
切
さ
と
必
要
性
を
強
く
感
じ
た
。
板
橋
区
も

協
働
の
視
点
か
ら
、
事
業
の
継
続
性
を
担
保
に
施
策
の
反
映
の
可
能
性
を
模
索
し
て
い
き
た
い
。
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人
材
育
成
助
成
事
業

新
潟
県
佐
渡
市

企
画
財
政
部

企
画
振
興
課

地
域
振
興
係

・
社
会
、
教
育
文
化
、
福
祉
お
よ
び
産
業
の
分
野
に
お
い
て
活
躍
す
る
指
導
者
の
育
成
を
目
的
に
佐
渡
市
人
材
育
成
基
金
１
億
2
,9
0
0
万
円

を
造
成
し
、
こ
の
基
金
の
運
用
益
に
よ
り
、
地
域
づ
く
り
に
資
す
る
目
的
の
育
成
事
業
に
助
成
し
て
い
る
。

・
実
績
：
H
1
7
年
度
は
1
0
件
で
約
1
7
0
万
円
、
H
2
0
年
度
は
3
件
で
約
3
7
万
円
。
H
2
0
年
度
は
金
銀
銅
サ
ミ
ッ
ト
（
愛
媛
県
開
催
）
へ
の
5
名
参
加

に
2
1
万
5
千
円
、
手
話
通
訳
の
養
成
講
座
（
新
潟
県
開
催
）
へ
の
1
名
参
加
に
約
2
9
0
0
0
円
な
ど
の
3
件
。

・
対
象
者
：
年
齢
が
1
8
歳
以
上
の
者
で
、
市
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
。
市
内
の
事
業
所
等
に
勤
務
す
る
も
の

・
補
助
率
：
対
象
経
費
の
1
/2
。
限
度
額
は
研
修
の
場
合
、
2
0
～
6
0
万
。
調
査
研
究
の
場
合
、
1
0
0
万
円
。

・
件
数
が
減
っ
て
き
て
い
る
理
由
：
最
初
の
立
ち
上
げ
時
は
多
か
っ
た
が
、
ひ
と
段
落
し
た
観
が
あ
る
。
今
後
は
募
集
の
期
間
を
通
年
に
広
げ
、

募
集
・
申
請
の
機
会
を
増
や
す
な
ど
の
努
力
を
し
て
い
く
。

研
修
旅
費
等
が
支
給
項
目
に
な
る
た
め
、
地
域
振
興
や
公
共
性
と
い
っ
た
基
準
を
満
た
し
て
い
る
か
の
審
査
・
線
引
き
が
難
し
い

と
思
わ
れ
る
。
あ
く
ま
で
も
公
益
性
と
い
っ
た
視
点
か
ら
審
査
が
さ
れ
、
支
給
が
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
を

育
成
し
て
い
こ
う
と
い
う
趣
旨
と
取
り
組
み
に
は
賛
同
で
き
る
の
で
、
板
橋
区
も
地
域
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
を

感
じ
た
。
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廃
食
油

再
生
燃
料
化
事
業

新
潟
県
佐
渡
市

企
画
財
政
部

企
画
振
興
課

地
域
振
興
係

・
環
境
に
や
さ
し
い
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
製
造
し
、
公
用
車
の
他
、
保
育
園
バ
ス
や
給
食
配
膳
車
を
走
ら
せ
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
事
業
は

社
会
実
験
的
な
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、
啓
発
活
動
の
意
味
合
い
も
含
め
て
実
施
。
今
ま
で
ご
み
と
し
て
捨
て
ら
れ
て
き
た
植
物
性
廃
食
油
か
ら

作
る
こ
と
が
で
き
る
軽
油
の
代
替
燃
料
。

・
食
用
廃
油
は
粘
度
が
高
く
、
そ
の
ま
ま
で
は
自
動
車
燃
料
と
し
て
使
用
で
き
な
い
た
め
、
粘
度
を
下
げ
る
処
理
と
し
て
エ
ス
テ
ル
交
換
反
応

を
行
う
。
食
用
廃
油
に
メ
タ
ノ
ー
ル
と
ア
ル
カ
リ
触
媒
を
加
え
る
こ
と
で
化
学
反
応
を
起
こ
し
、
軽
油
性
状
と
同
等
な
メ
チ
ル
エ
ス
テ
ル
（
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
）
を
取
り
出
す
。
そ
の
後
、
洗
浄
と
脱
水
を
経
て
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
が
完
成
す
る
。

・
車
庫
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
廃
食
油
再
生
燃
料
化
作
業
場
と
し
て
活
用
。
廃
食
油
再
生
燃
料
化
の
た
め
の
装
置
は
で
き
る
だ
け
廉
価
の
も
の

を
採
用
し
た
。
処
理
能
力
は
1
0
0
ℓ
/6
H
、
精
製
歩
留
9
0
%

・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
・
保
育
園
・
特
養
な
ど
の
公
共
施
設
の
約
3
0
施
設
か
ら
廃
食
油
を
収
集
。
収
集
量
は
6
,0
0
0
～
7
,0
0
0
ℓ
/年
。
公
共
施
設

か
ら
排
出
さ
れ
る
廃
食
用
油
は
使
用
頻
度
が
比
較
的
少
な
く
、
保
存
状
態
が
良
く
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
の
精
製
率
は
約
9
7
%
と
な
っ
て

い
る
。
原
料
の
種
類
は
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
米
ぬ
か
油
、
保
育
園
・
特
養
が
主
に
な
た
ね
油
と
な
っ
て
い
る
。

・
現
在
は
1
1
台
の
公
用
車
に
燃
料
を
供
給
。
車
両
は
園
児
バ
ス
・
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
・
バ
ン
・
給
食
配
膳
車
な
ど
で
実
施
。
こ
の
燃
料
に
つ
い
て
の

P
R
も
か
ね
て
実
施
し
て
い
る
。
馬
力
に
つ
い
て
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
や
配
膳
車
の
よ
う
に
積
載
重
量
が
重
い
と
き
は
落
ち
よ
う
で
あ
っ
た
。
冬
場

は
米
ぬ
か
油
を
使
う
こ
と
を
控
え
、
支
障
の
な
い
な
た
ね
油
を
原
料
に
し
て
い
る
。

・
今
後
は
民
間
企
業
の
活
力
を
活
か
し
た
事
業
発
展
へ
シ
フ
ト
し
て
い
く
。
収
集
拠
点
を
ス
ー
パ
ー
な
ど
に
拡
大
し
回
収
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、

民
間
企
業
の
バ
イ
オ
マ
ス
変
換
施
設
も
活
用
す
る
な
ど
、
民
間
企
業
へ
の
事
業
変
換
を
図
っ
て
い
く
。
自
治
体
は
あ
く
ま
で
も
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
役
と
な
っ
て
い
く
。
自
治
体
は
ソ
フ
ト
事
業
の
サ
ポ
ー
ト
に
シ
フ
ト
し
て
い
き
た
い
。

・
太
陽
光
パ
ネ
ル
な
ど
の
設
置
補
助
金
や
環
境
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
の
購
入
助
成
も
行
っ
て
い
る
。
佐
渡
市
は
電
気
自
動
車
の
普
及
促
進
の
モ

デ
ル
地
区
に
も
な
っ
て
い
る
。

目
に
見
え
る
環
境
教
育
と
し
て
分
か
り
や
す
い
事
業
と
い
え
る
。
板
橋
区
に
お
い
て
も
新
設
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
公
用
車
な
ど

で
実
施
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
う
。
ま
た
今
後
に
つ
い
て
は
自
治
体
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
に
一
歩
退
き
、
民
間
事
業
者
へ
の
事

業
シ
フ
ト
を
図
っ
て
い
く
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
自
治
体
の
役
割
を
し
っ
か
り
と
線
引
き
し
て
行
政
運
営
に
あ
た
っ
て
い
る
姿
勢
は

見
習
う
べ
き
点
を
感
じ
た
。
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経
て
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中
や
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シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

新
潟
県
新
潟
市

文
化
観
光
・
ス
ポ
ー
ツ
部

交
流
推
進
課

・
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
は
？
集
客
・
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
新
潟
市
の
魅
力
や
優
位
点
を
効
果
的
に
伝
え
る
こ
と
。
キ
ー
ワ
ー

ド
は
「
食
と
花
」
、
「
み
な
と
ま
ち
」
、
そ
れ
ら
を
包
含
す
る
「
水
と
土
」
。
水
田
面
積
日
本
一
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根
出
荷
も
日
本
一
。
1
,0
0
0
以

上
の
歴
史
を
も
つ
開
港
五
港
の
港
町
。

・
平
成
1
8
年
度
は
政
令
市
に
向
け
て
の
活
動
（
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
作
成
・
住
所
変
更
P
R
絵
は
が
き
な
ど
）
、
平
成
1
9
年
度
は
市
民
と
一
緒
に
政

令
市
誕
生
を
祝
う
活
動
（
区
の
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
作
成
、
エ
ン
ジ
ン
0
1
文
化
戦
略
会
議
な
ど
）
、
平
成
2
0
年
度
は
新
潟
港
開
港
1
4
0
周
年
事
業

（
新
潟
み
な
と
P
R
パ
ッ
ケ
ー
ジ
作
成
、
観
光
庁
長
官
を
招
致
し
て
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
）
・
天
地
人
を
活
用
し
た
P
R
活
動
・
体
験
型
滞
在
プ
ロ
グ
ラ

ム
な
ど
、
平
成
2
1
年
度
は
大
観
光
交
流
年
誘
客
促
進
事
業
（
天
地
人
行
列
な
ど
）
・
み
な
と
新
聞
発
行
事
業
・
水
と
土
の
芸
術
祭
推
進
事
業

を
実
施
。
今
年
度
は
1
5
名
の
職
員
で
実
施
。

・
平
成
1
8
年
度
か
ら
協
議
会
、
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
推
進
会
議
、
ニ
ュ
ー
ス
発
行
、
観
光
文
化
検
定
、
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
推
進
事
業
、
フ

レ
ン
ズ
パ
ー
テ
ィ
事
業
な
ど
は
継
続
し
て
実
施
し
て
き
て
い
る
。

・
新
潟
市
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
認
定
事
業
も
展
開
。
企
業
、
団
体
な
ど
が
行
う
新
潟
市
の
都
市
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
と
集
客
・
交
流
人
口
の
増

加
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
事
業
を
公
募
す
る
。
応
募
さ
れ
た
事
業
に
つ
い
て
は
審
査
を
し
、
認
定
事
業
と
な
っ
た
場
合
は
、
助
成
金
交
付
、

広
報
、
情
報
提
供
等
の
支
援
を
行
う
。
助
成
金
は
対
象
経
費
の
1
/2
以
内
で
最
高
1
0
0
万
円
。
認
定
事
業
認
定
マ
ー
ク
を
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
平
成
2
1
年
度
事
業
に
つ
い
て
は
1
1
事
業
の
申
請
が
あ
っ
て
、
7
事
業
が
認
定
さ
れ
た
。

新
潟
市
が
持
っ
て
い
る
コ
ア
バ
リ
ュ
ー
を
設
定
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
事
業
展
開
に
高
い
戦
略
性
が
存
在
し

た
。
こ
う
し
た
事
業
を
少
な
い
人
数
で
推
進
し
て
い
る
点
も
驚
い
た
。
板
橋
区
も
観
光
の
キ
ー
・
ド
ラ
イ
バ
ー
と
な
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
設

定
し
、
熱
意
を
も
っ
て
板
橋
の
タ
ウ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
た
る
人
材
を
発
掘
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
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視
察
内
容
と
見
解

視
察
テ
ー
マ

視
察
内
容

視
察
を
経
て
の

田
中
や
す
の
り

見
解

オ
ム
ニ
バ
ス
タ
ウ
ン

バ
ス
を
活
用
し
た

ま
ち
づ
く
り

新
潟
県
新
潟
市

都
市
政
策
部

都
市
交
通
政
策
課

・
オ
ム
ニ
バ
ス
タ
ウ
ン
と
は
？
：
オ
ム
ニ
バ
ス
タ
ウ
ン
と
は
人
と
環
境
に
や
さ
い
い
バ
ス
を
活
か
し
、
賑
わ
い
と
活
力
に
溢
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
取
り
組
み
。
国
土
交
通
省
と
連
携
し
な
が
ら
交
通
政
策
を
進
め
て
い
る
。
区
の
補
助
は
1
/3
、
新
潟
市
の
負
担
が
1
/3
、
交
通
民
間
事

業
者
が
1
/3
を
負
担
。

・
基
本
理
念
は
公
共
交
通
や
歩
行
者
自
動
車
を
重
視
し
た
ま
ち
づ
く
り
。
現
在
の
過
度
な
自
動
車
依
存
を
脱
却
し
、
多
様
な
交
通
手
段
を
選

択
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
へ

・
基
幹
公
共
交
通
軸
の
形
成
に
向
け
た
便
利
で
乗
り
や
す
く
分
か
り
や
す
い
バ
ス
の
実
現
を
目
指
す
。
基
幹
バ
ス
「
り
ゅ
ー
と
リ
ン
ク
」
の
充
実
、

新
潟
駅
連
続
立
体
交
差
事
業
（
7
0
0
億
円
の
予
定
。
国
が
1
/2
、
JR
東
日
本
が
7
－
8
％
を
負
担
）

・
区
バ
ス
（
約
1
億
5
,0
0
0
万
円
の
予
算
）
は
運
賃
で
3
0
％
く
ら
い
を
賄
え
る
路
線
を
存
続
す
る
。
3
0
％
ラ
イ
ン
を
超
え
ら
れ
な
い
路
線
は
廃
止
し
、

別
の
交
通
手
段
を
考
え
る
こ
と
に
す
る
。
新
潟
市
が
新
潟
交
通
（
民
間
企
業
）
に
委
託
し
て
い
る
。

・
そ
の
他
の
主
な
施
策
と
し
て
は
、
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
の
拡
充
や
住
民
バ
ス
へ
の
積
極
的
な
支
援
（
約
5
,0
0
0
万
の
予
算
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

住
民
バ
ス
は
民
間
事
業
者
が
廃
止
路
線
に
し
た
後
に
作
ら
れ
た
ケ
ー
ス
が
多
い
。
市
か
ら
の
住
民
バ
ス
の
補
助
は
最
大
7
割
。

・
当
面
5
年
間
は
オ
ム
ニ
バ
ス
タ
ウ
ン
計
画
に
基
づ
い
て
既
存
公
共
交
通
の
改
善
を
進
め
る
が
、
将
来
的
に
は
L
R
T
、
小
型
モ
ノ
レ
ー
ル
な
ど

の
新
た
な
交
通
シ
ス
テ
ム
を
検
討
し
て
い
く
。
姉
妹
都
市
ナ
ン
ト
市
の
次
世
代
型
の
交
通
シ
ス
テ
ム
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
新
潟
市
に
適
し
た

手
法
を
導
入
す
る
。

・
効
果
と
し
て
は
C
O
２
の
排
出
量
は
年
間
1
,9
0
0
ｔの
削
減
さ
れ
る
。

い
わ
ゆ
る
コ
ン
パ
ク
ト
・
シ
テ
ィ
の
た
め
の
公
共
交
通
網
の
整
備
を
目
指
し
て
い
る
先
進
的
な
ケ
ー
ス
。
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
か
ら
公

共
交
通
を
整
備
す
る
と
い
っ
た
取
り
組
み
は
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
ナ
ン
ト
地
区
の
世
界
的
に
も
先
進
事
例
を
も
参

考
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
新
し
い
視
座
を
与
え
ら
れ
た
。
板
橋
区
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
バ
ス
の
導
入
計
画
が
あ
る
が
、

市
と
区
、
そ
し
て
町
会
と
役
割
分
担
を
分
け
て
行
っ
て
い
る
手
法
は
参
考
に
す
る
べ
き
で
あ
る
。
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視
察
風
景

佐
渡
市
で
の
視
察
風
景

佐
渡
市
で
の
視
察
風
景

佐
渡
市
で
の
視
察
風
景

佐
渡
市
で
の
視
察
風
景

バ
イ
オ
燃
料
施
設
を
視
察

バ
イ
オ
燃
料
施
設
を
視
察

バ
イ
オ
燃
料
施
設
を
視
察

バ
イ
オ
燃
料
施
設
を
視
察

新
潟
市
で
の
視
察
風
景

新
潟
市
で
の
視
察
風
景

新
潟
市
で
の
視
察
風
景

新
潟
市
で
の
視
察
風
景

新
潟
市
役
所
前
に
て

新
潟
市
役
所
前
に
て

新
潟
市
役
所
前
に
て

新
潟
市
役
所
前
に
て


